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平
成
26
年
度
３
月
補
正
予
算
が
、

３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

財政課　 （25）8111
※これらの事業は、平成 27 年度に繰り越して実施します。

区　　分 補正前の額 補…正…額 補正後の額
一般会計 ２８４億７,２８０万円 ▲３億   　３００万円 ２８１億６,９８０万円

特別会計 １４６億７，６７７万円 ７,９３９万円 １４７億５，６１６万円

事業会計 ７６億　    ９９２万円 ５,２９３万円 ７６億６,２８４万円
予算総計 ５０７億５,９４８万円 ▲１億７,０６８万円 ５０５億８,８８０万円

◯歳入歳出補正予算

◯主な事業

月 

補
正
予
算
の
概
要

緊急経済対策事業（地域消費喚起等） 地方創生総合戦略推進事業
１億３６４万円 ６，７６４万円

国の緊急経済対策として創設された「地域
住民生活等緊急支援のための交付金」を活
用し、市内の消費喚起に取り組みます。

●高島まるごとプレミアムカタログショッ
ピング事業　　　　　　　５，０００万円
●プレミアムアイカ発行事業
　　　　　　　　　　　　５，３６４万円

地方創生総合戦略推進事業として次の事業に取り組みます。
●まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事業　 ６９２万円
●びわ湖高島ブランド戦略推進事業　　　　 　９６２万円
●移住・定住コンシェルジュ事業　　　　　１，１５０万円
●特産品国内販売戦略事業　　　　　　　　　 ９６０万円
●特産品海外販売戦略事業　　　　　　　　１，８５０万円
●重要文化的景観を活かした観光振興事業　１，１５０万円

※１万円未満を四捨五入しています。

　旧消防指令センター施設の老朽化に伴い、防
衛省の補助を受けて最新式のものへ更新しまし
た。整備済みの消防デジタル無線とも連携し、
３月 11 日から運用しています。
　新しい消防指令センターは、１１９番の受信
から災害活動後の記録まで、一連の流れを迅速、
効率的に処理して、24 時間休むことなく市民
の安全・安心を守ります。

消防本部通信指令課　 （22）1234

新消防指令センター運用開始

消
防
設
備
を
新
た
に
！

　北部消防署朽木分遣所に配置している救急車
を、老朽化に伴い、過疎対策事業債を活用し更
新しました。新しい救急車は、搭載している心
電計やＡＥＤ、担架などの機材も新しくなって
おり、３月 17 日から運用しています。
　北部消防署朽木分遣所の職員は「資器材等が
新しくなった分、一人でも多くの救命に役立て
ていきたい。」と話しています。

消防本部警防課　 （22）5402

車
両
の
両
側
面
上
部
前
後
に
は
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
作
業
灯
を
新
し
く
装
備
。

救急車を更新しました

住
民
投
票
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
庁
舎
整
備
は
、
私
た
ち
の
高
島
市
が
将
来
に
向
か
っ
て
、
持
続

的
で
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
重
要
か
つ
緊
急
の

課
題
で
す
。

　
こ
の
庁
舎
整
備
に
関
す
る
重
要
な
政
策
判
断
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
意
思
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め
、
４
月
12
日
に

「
高
島
市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
住
民
投
票
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
投
票
の
結

果
、
第
１
号
案
「
現 

新
旭
庁
舎
の
改
修
お
よ
び
増
築
に
賛
成
」

が
有
効
投
票
数
の
３
分
の
２
を
超
え
ま
し
た
。

　
今
回
の
県
議
会
議
員
選
挙
に
係
り
ま
す

県
内
各
投
票
区
の
投
票
率
は
、
そ
の
多
く

で
低
下
傾
向
が
見
ら
れ
た
中
で
、
高
島
市

選
挙
区
の
投
票
率
が
１
ポ
イ
ン
ト
余
り
向

上
し
た
の
は
、
有
権
者
の
皆
さ
ま
の
庁
舎

整
備
に
関
す
る
住
民
投
票
へ
の
高
い
関
心

の
表
わ
れ
で
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
そ
の
様
な
中
で
、
今
回
の
住
民
投
票
の

結
果
は
、
有
効
投
票
の
３
分
の
２
を
超
え

る
市
民
の
皆
さ
ま
が
「
現 

新
旭
庁
舎
の

改
修
お
よ
び
増
築
」
を
支
持
い
た
だ
き
庁

舎
整
備
に
つ
い
て
の
民
意
が
明
ら
か
に
示

さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
臨
時
議
会
の
招
集
を

お
願
い
し
、
改
め
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
２

度
に
わ
た
り
否
決
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た

「
高
島
市
役
所
の
位
置
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
」
の
ご
審
議
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　　
一
方
、
今
津
町
へ
の
新
築
移
転
に
つ
き

ま
し
て
は
約
30
％
を
超
え
る
皆
さ
ま
が
選

択
を
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
協
定
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
や
ご
苦
労
を

い
た
だ
い
て
合
併
協
定
の
調

印
に
漕
ぎ
つ
け
て
い
た
だ
い

た
経
過
は
私
も
十
分
に
理
解

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
し
、

合
併
協
定
に
つ
い
て
は
、
非

常
に
重
い
も
の
で
あ
る
こ
と

も
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、今
回
の
投
票
で
は
、

無
効
投
票
が
１
，
２
７
５
票

あ
り
、
そ
の
真
意
は
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
市
や
議
会
が
し
っ

か
り
と
議
論
し
て
決
め
る
べ
き
テ
ー
マ
で

は
な
い
か
」
と
の
ご
意
見
や
、「
庁
舎
整

備
の
是
非
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
ご
意

見
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
意
思
を
示
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

対
し
ま
し
て
は
、
し
っ
か
り
と
責
任
を

も
っ
て
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
通
じ

て
ご
説
明
を
申
し
上
げ
、
ご
理
解
を
い
た

だ
く
よ
う
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

高
島
市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
住
民
投
票

▼

高
島
市
庁
舎
整
備
に
関
す
る
住
民
投
票　
開
票
結
果

●
市
長
コ
メ
ン
ト（
４
月
12
日・13
日
の
記
者
会
見
等
の
概
要
）

第
１
号
案

　
現…

新
旭
庁
舎
の
改
修
お
よ
び
増
築
に
賛
成

 

１
万
８
，
５
６
５
票

第
２
号
案

　
今
津
町
今
津
へ
の
新
築
移
転
に
賛
成

８
，
６
９
２
票

当
日
有
権
者
数　
４
万
２
，
０
６
７
人

投
票
者
数　
　
　
２
万
８
，
５
４
３
人

投
票
率　
　
　
　
67
・
85
％　

有
効
投
票
数　
　
２
万
７
，
２
５
７
票

無
効
投
票
数　
　
　
　
１
，
２
７
５
票
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公共施設等総合管理計画
を策定

次
世
代
に

大
き
な
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に

公
共
施
設
の
再
配
置
を
検
討
し
ま
す
！

ハコモノ改革

　
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
、

経
済
成
長
や
人
口
増
加
を
背
景
に
、
日
本

中
で
公
共
施
設
が
一
斉
に
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
状
況
は
高
島
市
に
お
い
て
も
同

じ
で
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
あ
と
10
年
も
す

る
と
順
次
建
て
替
え
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、

高
齢
化
と
人
口
減
少
が
ま
す
ま
す
進
み
、

財
政
経
営
も
よ
り
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま

す
。

　
そ
の
た
め
、
次
の
世
代
に
継
承
可
能
な

施
設
保
有
を
目
標
に
、
市
で
は
本
年
３
月

に
ハ
コ
モ
ノ
施
設
の
縮
減
目
標
等
を
定
め

た
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
計
画
を
も

と
に
公
共
施
設
の
再
配
置
の
取
り
組
み
を

よ
り
具
体
化
し
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

※
こ
の
計
画
で
は
、
公
共
建
築
物
（
ハ
コ

モ
ノ
施
設
）
と
イ
ン
フ
ラ
資
産
（
道
路
や

橋
り
ょ
う
等
）を
含
め
て
、「
公
共
施
設
等
」

と
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
主
に
公
共
建
築
物
の
状
況
や
保
有
の
方

針
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ハ
コ
モ
ノ
施
設
と
い
わ
れ
る
公
共
建

築
物
は
３
２
５
施
設
（
総
延
床
面
積

３
６
３
，
９
０
０
㎡
）
あ
り
、
そ
の
内
訳

は
、
学
校
施
設
が
26・３
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で
市
営
住
宅
が
15
・
３
％
、
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
が
８・
８
％
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
７・４
％
、
集
会
施
設
６・

２
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
５
分
類
で
全

体
の
約
３
分
の
２
を
占
め
て
い
ま
す
。

高
島
市
の
公
共
建
築
物

（
ハ
コ
モ
ノ
施
設
）の
数
は
？

　
人
口
一
人
当
た
り
で
見
る
と
、

　
他
市
の
約
２
倍
の
保
有
量
！

　　
本
市
の
公
共
建
築
物
の
延
床
面
積
を
人

口
で
割
っ
た
「
市
民
一
人
当
た
り
の
延
床

面
積
」
は
７
・
29
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
務
省
の
調
査
に
よ
る
全
国
自
治
体
の
人

口
一
人
当
た
り
の
延
床
面
積
の
平
均
値
は
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市
島
高

行財政改革課　 （２５）８０１３

次
世
代
に
大
き
な
負
担
を

残
さ
な
い
た
め
に
！

こ
の
ま
ま
で
い
く
と
、

将
来
ど
う
な
る
？

　
公
共
建
築
物
が
古
く
な
り
、
今
後
も
同

じ
規
模
で
建
て
替
え
を
続
け
る
と
し
た
場

合
、
今
後
40
年
間
で
１
，
４
３
２
億
円
、

年
平
均
で
は
約
35
・
６
億
円
の
費
用
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
最
近
５

年
間
の
投
資
費
用
（
公
共
建
築
物
の
更
新

や
整
備
な
ど
に
か
か
る
経
費
）
の
決
算
額

は
年
平
均
で
９・５
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

将
来
コ
ス
ト
の
３
割
弱
し
か
カ
バ
ー
で
き

て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
今

ま
で
と
同
様
の
改
修
や
建
て
替
え
の
方
法

を
続
け
て
い
く
と
市
の
財
政
が
破
た
ん
す

る
か
、
も
し
く
は
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
避
け
ら
れ

な
い
状
況
で
す
。

　
施
設
の
機
能
を
維
持
し
つ
つ
総
量
の
抑
制
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
本
市
の
財
政
規
模
に
見
合
っ
た
施
設
保
有
と

し
、
財
政
健
全
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
み

ま
す
。

◆
基
本
方
針

・
次
世
代
に
継
承
可
能
な
施
設
保
有
（
保
有
量
の
縮
減
）

・
将
来
に
わ
た
り
必
要
な
施
設
の
計
画
的
な
維
持
更
新

　
（
長
寿
命
化
の
推
進
）

◆
公
共
建
築
物
の
コ
ス
ト
削
減
目
標

・
施
設
保
有
量
を
今
後
30
年
間
で
50
％
削
減
（
床
面
積

ベ
ー
ス
）
し
、
将
来
コ
ス
ト
を
半
減
し
ま
す
。

・
さ
ら
な
る
行
政
経
費
の
節
減
に
努
め
、
不
足
す
る
財
源

を
確
保
し
ま
す
。

・
新
規
整
備
は
原
則
と
し
て
行
わ
ず
、
更
新
（
建
替
え
）

を
行
う
場
合
は
複
合
施
設
と
し
ま
す
。

◆
イ
ン
フ
ラ
資
産
の
管
理
目
標

・
イ
ン
フ
ラ
資
産
は
、
平
常
時
に
お
け
る
安
心
安
全
な
市

民
生
活
や
地
域
の
経
済
活
動
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
た

め
、
既
存
の
施
設
を
最
適
に
維
持
管
理
し
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
資

産
の
計
画
的
・
効
率
的
な
改
修
、
更
新
を
推
進
す
る
た

め
に
、
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

※
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
本
文
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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市
島
高

●全国自治体との比較

類似自治体
と比較して
約２倍

全国平均3.22㎡ / 人 平均 3.69㎡ / 人
●県内他市との比較

県内他市の
平均に対して
約２倍

３
・
22
㎡
で
あ
り
、
人
口
規
模
別
に
よ
る

類
似
自
治
体
と
比
較
し
て
極
め
て
高
い
状

況
に
あ
り
、
ま
た
、
本
市
を
除
く
県
内
他

市
の
平
均
（
３
・
69
㎡
）
と
比
較
し
て
も

約
２
倍
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
●
全
国
自
治
体
と
の
比
較

　
●
県
内
他
市
と
の
比
較

　
※
下
欄
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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７
月
１
日
利
用
分
か
ら　

公
共
施
設
の
使
用
料
を
改
定
し
ま
す

　
市
で
は
、「
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
公
共
施
設
使
用
料

の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
近
年
の
施
設
の
管
理
運
営
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
受
益
者
負
担
の
適

正
化
と
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
使
用
料
の
算
定
方
法
を

統
一
し
た
上
で
全
面
的
な
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
税
金
や
、
そ
の
他
の
収
入

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
に
よ
っ
て
は
、
す
べ
て
の
市
民
の

皆
さ
ん
が
対
象
で
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
公
民
館
な
ど
の
施
設
使

用
は
、
利
用
す
る
一
部
の
人
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
は
、
利
用
す
る
人
に
費
用
の
一
部
を

算
定
方
法
を
統
一
し
て
、
公
共
施
設
の
使
用
料
を
見
直
し

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、「
利
用

す
る
人
」
と
「
利
用
し
な
い
人
」
の
負

担
の
公
平
性
が
確
保
さ
れ
ま
す
。
こ

の
「
利
用
す
る
人
」
が
負
担
す
る
料
金

が
「
使
用
料
」
と
な
り
ま
す
が
、今
回
、

こ
の
料
金
に
つ
い
て
算
定
方
法
を
統
一

し
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
98
施
設
の
使
用
料
を
見
直
し
、
95
施

設
で
使
用
料
を
改
定
し
ま
し
た
。
平
均

改
定
率
は
＋
８・５
％
と
な
り
ま
し
た
。

見
直
し
の
基
本
的
な
考
え
方

◆
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

会
議
室
や
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

等
の
市
民
無
料
化
は
廃
止
し
ま

す
。

◆
使
用
料
は
、
原
則
と
し
て
施
設

の
維
持
管
理
費
用
と
利
用
者
の
負

担
割
合
を
も
と
に
算
定
し
ま
し

た
。

◆
改
定
率
の
上
限
は
、
原
則
と
し

て
現
行
使
用
料
の
１・５
倍
と
し
、

利
用
者
の
負
担
が
急
激
に
増
加
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

◆
施
設
の
冷
暖
房
費
は
、
別
途
徴

収
を
廃
止
し
、
施
設
の
使
用
料
に

含
め
た
料
金
と
し
ま
し
た
。

◆
市
外
の
方
が
利
用
さ
れ
る
場
合

の
料
金
は
、
基
本
使
用
料
の
１
・

５
倍
の
額
と
し
ま
す
。（
観
光
施

設
等
は
除
く
。）

　
使
用
料
の
見
直
し
と
合
わ
せ
て
、
貸

館
施
設
の
使
用
に
か
か
る
減
免
の
規
定

に
つ
い
て
も
、
公
平
性
の
確
保
や
手
続

き
の
明
確
化
を
図
る
た
め
、
類
似
施
設

間
の
整
合
を
図
り
実
施
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
現
行
の
市
民
無
料
化
施
設

に
あ
っ
て
は
、
平
成
27
年
度
中
は
無
料

化
廃
止
に
伴
う
移
行
期
間
と
し
て
、
現

在
と
同
様
の
利
用
者
負
担
と
な
る
よ
う

に
減
免
措
置
を
行
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
課

　
（
２
５
）８
０
１
３

見
直
し
対
象
施
設

減
免
の
規
定
も

見
直
し
ま
す
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分　類 施設名称 施設所管課

公民館等

朽木公民館

社会教育課　☎ 32-4457

安曇川公民館
高島公民館
マキノ土に学ぶ里研修センター（マキノ公民館）
今津北コミュニティセンター（今津公民館）
今津西コミュニティセンター
今津浜分コミュニティセンター
安曇川世代交流センター
朽木農民研修センター
朽木生涯学習施設「ステーションオアフ」
中江藤樹記念館
新旭水鳥観察センター
観光物産プラザ（新旭公民館） 商工振興課　☎ 25-8514
今津東コミュニティセンター

市民協働課　☎ 25-8526
今津上コミュニティセンター
今津宮の森コミュニティセンター
高島黒谷コミュニティセンター
働く女性の家
新旭コミュニティセンター「ほおじろ荘」 長寿介護課　☎ 25-8029

文化ホール
高島市民会館 市民会館　　☎ 22-1764
藤樹の里文化芸術会館 文芸会館　　☎ 32-2461ガリバーホール

小中学校（学校開放利用） 体育館、グラウンド 市民スポーツ課　☎ 32-4459
高齢者福祉施設 マキノ白谷温泉八王子荘 長寿介護課　☎ 25-8029新旭健康づくりセンター「いきいき元気館」

体育施設

マキノグラウンド

市民スポーツ課　☎ 32-4459

マキノ屋内グラウンド
今津勤労者体育センター
今津北体育館
今津上体育館
今津北運動広場
朽木グラウンド
安曇川総合体育館
新旭グラウンド
新旭体育館
新旭武道館
安曇川多目的グラウンド
今津弘川運動公園
今津水泳プール
宮の森公園テニスコート
横山農村広場
今津総合運動公園
屋根付き運動場「サンルーフ今津」
今津Ｂ＆Ｇ海洋センター
今津山村広場
高島Ｂ＆Ｇ海洋センター
新旭森林スポーツ公園
健康の森梅ノ子運動公園
市ヶ崎テニスコート 商工振興課　☎ 25-8514高島テニスコート

観光・レクリエーション
施設

マキノ林間スポーツセンター

観光振興課　☎ 25-8040

グリーンパーク想い出の森
マキノサニービーチ高木浜
マキノサニービーチ知内浜
マキノ高原自然体験交流施設
赤坂平家族旅行村「ビラデスト今津」
朽木新本陣
朽木オートキャンプ場
ガリバー青少年旅行村
新旭風車村公園
琵琶湖周航の歌資料館
今津ヴォーリズ資料館
体験交流センターゆめの・加工実習館センバイ

農業政策課　☎ 25-8511マキノ農業公園施設（ピックランド）
平良ふれあいセンター
青少年自然体験施設「椋川山の子学園」 社会教育課　☎ 32-4457
森林公園くつきの森

森林水産課　☎ 25-8512針畑郷山村都市交流館「山帰来」
新旭里山交流館「もりっこ」
おっきん椋川交流館 市民協働課　☎ 25-8526

産業系施設
マキノ米穀類処理加工施設 農業政策課　☎ 25-8511たいさんじ風花の丘
物産会館 商工振興課　☎ 25-8514

　改定料金の詳細は、各施設や市の所管課でご案内しているほか、
市のホームページからもご覧いただけます。

▼使用料を改定する施設一覧
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お知らせ拡大版

平成 27 年度 市の組織
　高島市を取り巻く環境は厳しく、これらに対応するために、市の組織力の一層の向上が
強く求められています。このため、市では、組織の機能的、効率的な運営という観点から、

「高島市の将来を見据え今何をすべきか」を自ら考え行動できる自律型職員の育成を目指
し、行政組織の見直しを行いました。

庁舎の整備に加え、老朽化や耐震性の
ない支所を順次計画的に整備するため

「財産管理課」を設置しました。

財産管理課を設置point２

地方創生総合戦略や第２次総合計画等
の策定により、自律的で持続可能なま
ちづくりを推進するとともに、市長の
特命事項の実現を図るため、企画調整
課に「政策推進室」を設置しました。

企画調整課に
政策推進室を設置

point１

南・北部健康いきいき応援センターが
行っていた地域保健業務を「健康推進
課」に集約し、保健事業の企画から実
践までを一元的に管理するとともに、
事務の効率化を図りました。

健康推進課に
地域保健機能を集中

point４

従来の施設管理業務に加えて、他課で
行っていた病院運営の企画調整などの
業務を一元的に所掌する課として、施
設管理課を経営統括課に改称し、機能
強化を図ります。また、経営企画課を「財
務課」に改称しました。

高島市民病院
課名を改称

point５

公共施設の再編計画を策定し、より一
層の行財政改革を推進するため、行財
政改革推進室を「行財政改革課」に改
称しました。

行財政改革推進室を
行財政改革課に改称

point３

教育委員会の多岐にわたる教育課題に
対応するため、「教育総務部」と「教育
指導部」の２部制を導入し部長を中心と
した指導を強化しました。

教育総務部と
教育指導部を設置

point６

       教育委員会
　    教育委員会事務局
　　教育総務部
　　●教育総務課 ☎ (32)1132
　　●社会教育課 ☎ (32)4457
　　　・マキノ公民館 ☎ (27)1131
　　　・今津公民館 ☎ (22)2249
　　　・朽木公民館 ☎ (38)2324
　　　・安曇川公民館 ☎ (32)0003
　　　・高島公民館 ☎ (36)0219
　　　・新旭公民館 ☎ (25)8100
　　　・中江藤樹記念館 ☎ (32)0330
　　●学校給食課 ☎ (32)1716
　　　・マキノ学校給食センター  ☎ (27)0360
　　　・今津学校給食センター ☎ (22)2091
　　　・安曇川学校給食センター ☎ (32)0072
　　　・新旭学校給食センター ☎ (25)7080
　　●文化財課 ☎ (32)4467
　　　・マキノ資料館 ☎ (27)1484
　　　・朽木資料館 ☎ (38)2339
　　　・高島歴史民俗資料館 ☎ (36)1553
　　●市民スポーツ課 ☎ (32)4459
　　●図書館
　　　・マキノ図書館 ☎ (27)0350
　　　・今津図書館 ☎ (22)3827
　　　・安曇川図書館 ☎ (32)4711
　　　・朽木図書サロン ☎ (38)2324
　　　・高島図書室 ☎ (36)2160
　　　・新旭図書室 ☎ (25)2811
　　●高島市民会館 ☎ (22)1764
　　　・藤樹の里文化芸術会館
 ☎ (32)2461
　　　・ガリバーホール ☎ (36)0219
　　教育指導部
　　●学校教育課 ☎ (32)4471
　　●教育相談・課題対応室
 ☎ (32)4406
　　　・教育研究所 ☎ (32)4482
　　　・小学校
　　　・中学校
　　●青少年課 ☎ (32)4458
　　　・少年センター 　・あすくる高島

……高島市民病院

　　●診　療　部
　　●医療技術部
　　●看　護　部
　　●地域医療サービス部
　　　・地域医療連携室　
　　　・健診室  
　　●医療安全部
　　　・医療安全推進室
　　●事務部
　　　・経営統括課
　　　・病院総務課
　　　・財務課　　
　　　・医事課

☎ (36)0220（代表）
☎ (36)8077（外来予約専用）

●事務局 ☎ (25)8000
選挙管理委員会

監査委員
●事務局 ☎ (25)8000

公平委員会
●事務局 ☎ (25)8000

固定資産評価審査委員会
●事務局 ☎ (25)8000

農業委員会
●事務局 ☎ (25)8513

人事課　 （２５）８５２５

環 境 部
　　●環境政策課 ☎ (25)8123
　　　・環境センター対策室
　　●環境センター ☎ (24)0031
　　●今津環境クリーンセンター
 ☎ (24)0053
　　●衛生センター ☎ (22)2725
　　●斎場 ☎ (22)4740

　　　　   健康福祉部
　　●社会福祉課 ☎ (25)8120
　　　・福祉給付金推進室 ☎ (25)8009
　　●障がい福祉課 ☎ (25)8516
　　●健康推進課 ☎ (25)8078
　　●保険年金課 ☎ (25)8137
　　　・朽木診療所 ☎ (38)2071
　　●地域包括支援課 ☎ (25)8150
　　●長寿介護課 ☎ (25)8029
　　●訪問看護ステーション ☎ (36)8111
　　●陽光の里 ☎ (36)1220
　　子ども局
　　●子育て支援課 ☎ (25)8136
　　　・マキノ東こども園
　　　・マキノ西こども園
　　　・今津東保育園　
　　　・朽木こども園　　　
　　　・古賀保育園　　　
　　　・高島こども園
　　　・大師山さくら園
　　　・静里なのはな園
　　　・カンガルー教室
　　　・マキノ児童館
　　●子ども家庭相談課 ☎ (25)8517

　　　　………農林水産部
　　●農業政策課 ☎ (25)8511
 　　●農村整備課 ☎ (25)8529
　　●森林水産課 ☎ (25)8512

　　　　   商工観光部
　　●商工振興課 ☎ (25)8514
 　　●観光振興課 ☎ (25)8040

　　　  土木上下水道部
　　●土 木 課 ☎ (22)2001
　　　・国県事業対策室
　　●都市計画課 ☎ (22)0904
　　●交通対策課 ☎ (22)0058
　　●上下水道課
　　　　　　  （水道） ☎ (22)9037
　　　　　　  （下水） ☎ (22)9011

　　　       会計管理者

　　　　　  消防本部
　　●消防総務課 ☎ (22)5401
　　●予 防 課 ☎ (22)5403
　　●警 防 課 ☎ (22)5402
　　●通信指令課 ☎ (22)1234
　　●北部消防署 ☎ (22)1234
　　　・朽木分遣所 ☎ (38)2100
　　　・マキノ救急分遣所 ☎ (28)0119
　　●南部消防署 ☎ (32)1212

  　　　　政 策 部
　　●企画調整課 ☎ (25)8114
　　　・政策推進室
　　●秘書広報課 ☎ (25)8000
　　●情報統計課 ☎ (25)8527
　　総合防災局
　　●防　災　課 ☎ (25)8133
　　●原子力防災対策室 ☎ (25)8133

　　　　　  総 務 部
　　●行 政 課 ☎ (25)8000
　　●財 政 課 ☎ (25)8111
　　●財産管理課 ☎ (25)8112
　　●人 事 課 ☎ (25)8525
　　●税 務 課 ☎ (25)8116
　　●納 税 課 ☎ (25)8522
　　●行財政改革課 ☎ (25)8013
　　●契約検査課 ☎ (25)8501

　   　     市民生活部
　　●市民協働課 ☎ (25)8526
　　●市 民 課 ☎ (25)8018
　　●生活相談課 ☎ (25)8125
　　●人権施策課 ☎ (25)8524
　　
　　●マキノ支所 ☎ (27)1121
　　●今　津支所 ☎ (22)2551
　　●朽　木支所 ☎ (38)2331
　　●安曇川支所 ☎ (32)1131
　　●高　島支所 ☎ (36)1121
　　●新旭振興室 ☎ (25)8100

市 長 部 局

　●会　計　課 ☎ (25)8118

議　　会…　…　議会事務局　…………●議事課　☎ (25)8140

122015. ５月号
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「空き家活用相談会」を 開催！

企画調整課　 （25）8114

　市内への若者の移住を進めるため、空
き家の所有者がその活用を気軽に相談で
きる場として、空き家活用相談会を開催
します。空き家を所有している皆さん、
ぜひ相談会をご利用ください。

　市では、若者定住を促進するため、新築住宅の取
得や住宅リフォームによる定住等の支援制度を整備
し、若者が暮らしやすい住まい環境づくりに取り組ん
でいます。また、定住する若者や子育て世代を応援
するため、平成 27年度は内容の一部を拡充し、よ
り利用しやすい制度としました。
※下線部分は、今年度拡充した箇所です。

　1定住住宅取得補助事業
【対象となる方】
　①市内に定住される 40 歳未満の方
　②小学校６年生までの子を扶養し、同居する方
【対象となる住宅】

市内業者が建築または販売する新築住宅（床面積
50㎡以上 280㎡以下）

【補助金の額など】
固定資産税相当額（限度額 5万円 /年）を補助、
地域通貨アイカで 5 年間支援
※平成 26 年 1 月 1 日以前に新築され、または購
入された住宅は、固定資産税相当額の 1/2 を補助

（限度額は同じ）

………2定住住宅リフォーム補助事業
【対象となる方】

①市内に転入しようとする方または転入後 3 年を経
過しない方

②市内にお住まいの 40 歳未満の方
③市内にお住まいの小学校 6年生までの子を扶養
し、同居する方
※②③は、市内賃貸住宅等の居住者で実家に戻り
定住する方または婚姻により実家に定住する方に
限ります。

【対象となる住宅】
上記①は、定住するために購入した中古住宅また
は所有する住宅
上記②③は、相続・贈与によって取得する実家

【対象となる工事】
　市内業者が請け負う 50万円以上のリフォーム工事
【補助金の額など】

補助率は最高 1/4、限度額は最高 50 万円で、地域
通貨アイカにより 5 年分割均等払い。
※年齢によって補助率が異なります。詳細はお問い
合わせください。

　3空き家リフォーム補助事業
【対象となる方】
　①借り手が決まった空き家の所有者
　②空き家紹介システム登録物件（賃貸）の所有者
【対象となる工事】
　市内業者が請け負う 50万円以上のリフォーム工事
【補助金の額など】
補助率は 1/4、限度額は 50 万円で、地域通貨ア
イカにより 5 年分割均等払い。

※年齢は、1は新築（建築確認申請日）または購入（売買契約締結日）した時点、23は申請時点のも
　のです。
※適用要件などがありますので、制度の詳細は、お問い合わせください。

【お知らせ】
「空き家リフォーム補助」等をお考えの方は、空き家紹介システムへの物件登録（賃貸）をお勧めし
ます。

※予約いただいた方を優先します。
５月 16 日（土）10 時～ 12時日 時

今 津 会 場　今津東コミュニティセンター
新 旭 会 場　高島市観光物産プラザ
安曇川会場　安曇川公民館

場 所

「空き家活用相談会」を 開催！
空き家所有者の皆さんへ 貸した

い・売りた
い

「空き家」情報を

どしど
しお寄せく

ださい
!!

2定住住宅リフォーム補助事業

住宅確保の
支援制度を
　ご紹介
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若者定住促進
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　水道メーターの検針時にお渡ししています『上
下水道使用水量等のお知らせ』（検針票）の内容が、
５月検針分から変わります。
　水道料金の基本料金は、水道メーターの口径（給
水管の呼び径）により変わりますので、口径の確
認をお願いします。

◆水道メーターボックスの上には、検針
の支障となるものを置かないでくださ
い。また、外で犬を飼っておられるご家
庭では、事故防止のため、しっかりと繋
いでおいてください。
◆下水道の使用形態や使用人数の変更が
あるときは、必ず届け出をお願いします。

上下水道課
　 （22）9011
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新しくなります「上下水道使用水量等のお知らせ」

❽ お支払方法が口座振替の
場合、前回分の口座振替結果
をお知らせします。口座振替
できなかった場合や、納付書
払いの方は＊＊＊＊と表示し
ます。

❶ ご使用水栓の個別番号です。
お問い合わせの際は、こちらの
番号をお知らせください。

この部分を追加しています。
（❷、❻、❽）

❷…水道メーターの口径を表
示しています。

（13、20、25、30、40、50、
75、100mm があります。）❶ ❷

❸
❹

❺
❻

❽

❼

❺…・❻ 今回検針による下水道
使用水量と下水道使用料を表示
します。下水道への流入が水道
水のみの場合は、水道と同じ水
量になります。地下水を使用さ
れている場合は次によります。

○地下水の計量装置等を設置
されている場合、これを検
針し、使用水量（汚水量）
を表示します。

○地下水の計量装置を設置さ
れていない場合、２か月当
たり一人 17㎥に❻の人数
を乗じて得た使用水量（汚
水量）を表示します。

○水道と地下水の併用の場合
は、水道と地下水の各使用
水量を比較し、いずれか多
い方を表示します。

❸ 今回の検針による使用水
量と水道料金を表示します。

❼ 下水道の前回と前年同期
の使用水量を表示します。

❹ 水道の前回と前年同期の
使用水量を表示します。


